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2000 年鳥取県西部地震に先行して発生した 1989 年，1990 年および 1997 年の群発
的地震活動 

Swarm-like seismic activities in 1989, 1990 and 1997 which preceded the 2000 
Tottori-ken Seibu Earthquake 
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１．はじめに 
 2000 年 10 月 6 日 13 時 30 分，鳥取県西部域を震源とするMj=7.3 の地震（2000 年鳥取県西部地震）が発生し

た。この地震による死者はなかったが，震源域に近い鳥取県の西伯郡や日野郡では，非常に強い地震動に見まわれ，
全半壊した家屋が約 1,400 棟に上ると報告されている。 

 この地域では，1989 年，1990 年と 1997 年にも Mj=5.1～5.4 の 6 個の地震を含む群発的地震活動が発生して
いる。我々は，その都度，群発地震活動の際に震源域近傍において臨時観測を行い，定常観測のデータと併せて解
析することによって，精度の良い震源分布やメカニズム解を蓄積してきた。 

 1997 年までの群発的地震活動と今回の地震活動を比較することにより，今回の地震がどのような状況の下で
発生したのかを明らかにしていきたい。 

 
２．震源分布 
 1989 年，1990 年，1997 年および 2000 年の地震活動における震源は，震源域近傍での臨時観測から得られた

データも使用したマスターイベント法により再決定された。それぞれのマスターイベントは，あらかじめマスター
イベント法で再決定したものを用い，震源の相対精度が向上するよう工夫されている． 

 まず震央分布を比較すると，4 つの地震活動とも北西－南東方向の走行をもつ 1 本の直線上にのる．それぞれ
の主震（本震）のメカニズム解は，東西圧縮のストライクスリップ型でよく一致し，北西－南東方向の震央のなら
びは節面のひとつに一致する． 

 次にこの推定断層面に投影した震源の深さ分布を比較すると，1989 年の活動は鎌倉山南方断層の南東側に限
られて発生し，1990 年の活動は同断層の北西側に限られている。これに対し，1997 年の活動は同断層をまたいで
1989 年と 1990 年の活動をあわせた領域にのびている。深さ分布に関しては，これら3 回の活動はいずれも 5～12 km
に発生している。2000 年の余震分布は，断層の走行方向にも深さ方向にも以前より広範囲に分布しているが，以
前の活動域には直後の余震は少ないように見受けられる． 

 強震波形記録から推定された本震時のすべり分布（岩田ほか，2000）と 1989 年～1997 年の群発的活動の震源
分布と比較すると，これらの活動は，今回の本震でのすべり量が比較的小さい領域に集中している。今回，すべり
量が大きかった場所は，以前の活動域より少し浅い部分である． 

 
３．まとめ 
 上で述べたように，4 つの地震活動において震央分布が一致することなどから，1989 年～1997 年の活動も今

回の地震断層の一部分が滑ったものと考えられる。ただし，先行した3 回の活動では，断層運動の進展を妨げるも
の（バリア）が存在し，マグニチュード5 前半の地震にしか成長できなかった。今回の本震時には，比較的浅い部
分にあったアスペリティが破壊し，断層運動が一気に進展したものと考えられる 
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